






P４AIDR 3D による被曝低減

■予約のお申し込みはお電話で…。

 ０７５-８２３-３０８０(予約専用 )

左は従来の撮影による画像で約 5.3mSv に対し、右の AIDR 3D 使用
撮影では 1.3mSv の線量でも同等の画質で撮影が可能となっていま
す。このように AIDR 3D を使用することにより低線量で撮影した際
に発生するノイズの除去はもちろんのこと肩のストリークアーチファ
クト除去が効果的にされ、通常での撮影線量の写真と比べても画像に
遜色は見られません。

・   逐次近似法を応用した再構成によりノイズを最大
75％減らすことが可能です。このことにより撮影線量
も最大 75%の低減しても従来と同等の画質を保つこ
とが可能となります。

・  撮影線量が低いほど補正が効果的に働きノイズ除去さ
れます。抽出したノイズ除去を行う回数によりノイズ
低減のレベルを 4段階 (25％～ 75％) で設定可能であ
り、線量が下がりすぎるのを防いでいます。

・  撮影時も自動X線曝射制御機構（Automatic Exposure 
Control:AEC）と連動し、再構成することができるので
リアルタイムで設定が可能になり再構成速度も速く
なっています。

・  ノイズの除去のみでなくストリークアーチファクトの
除去も効果的に行いますので肺尖や骨盤など骨に囲ま
れた部位の観察に適しています。

・  撮影部位を選ばないため全ての部位で使用することが
できます

半年間、AIDR 3D を健診から外来検査すべての部位に
使用してきました。健診では必要最低限の線量で検査
できるため非常に効果的に AIDER ３Dを使用できてい
ます。外来検査におきましても部位や造影検査も選ば
ず、すべてにおいて撮影線量を低く設定することがで
き画質も従来と同様に保つことができ、すばらしい技
術だと実感しています。特に小児や 3D検査（整形・血
管系・尿路系・大腸）での被曝低減に劇的な効果を発
揮しています。
AIDR 3D の使用により撮影管電流を下げて撮影するこ
とが可能となりました。このことで被曝線量を減少で
きるだけでなく、小焦点での撮影を積極的に使用可能
となり、分解能を向上させることができます。ノイズ
も明らかに低減されましたのでよりシャープな画像を
提供できるようになっています。
今後も被曝の低減とより良い画像を提供できるように
努めたいと思います

AIDR 3D の使用経験AIDR 3D の特徴

左：従来の撮影 (5.3mSv) 右：AIDR 3D 使用 (1.3mSv)

下肢 CTAのように広範囲の撮影では、AIDR ３Dの使用により、
被曝線量を下げると同時にノイズも下げることができますので鮮
明な画像を作ることができます。

■お問い合わせは…。

 ０７５-８２３-３０００(代表 )

電話受付
 平日 ( 月～木 )  8:30 ～ 20:00
 平日 ( 金 )  8:30 ～ 19:30
 平日 ( 土 )  8:30 ～ 17:00

http://www.oike-clinic.jp/

VR 像 MIP 像

ご予約は・・・

当クリニックでは、最新の 320列 CT『Aquilion ONE』にて検査を行っています。
昨年 12月に『Aquilion ONE』のバージョンアップを行い、これを機に搭載された逐
次近似法を応用した被曝低減技術 AIDR 3D（Adaptive Iterative Dose Reduction）に
ついてご紹介します。


